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情報通信エンジニアリング協会　北海道支部

  

はじめに

　2021年10月21日（木）、「ITEA北海道支部安全大会」
をオンラインにより開催しました。
　北海道内全60拠点および東京をオンラインで結び、
NTT設備グループ各社、つうけんグループ各社等約500
名の皆様に参加いただき開催しました。

開会宣言
大会挨拶

北海道支部長 大村 佳久
本部 専務理事 小枝 明広

来賓挨拶
東日本 北海道事業部長 阿部 隆様

北海道支部における安全・品質の取組みについて
㈱つうけん 安全品質強化本部長 石原 尚之

安全決意表明
日本コムシス㈱北海道事業所 櫻井 仁史社員

安全スローガン唱和
㈱ミライト 市川 大輔 社員

閉会宣言

式次第

大村支部長挨拶

　はじめに、オンラインで幾分不便ではあるが、無事に
開催できることのお礼とともに、コロナ禍の不自由な環
境の中で工事を続けてもらっていることに対するお礼の
言葉の後、「北海道における人身・設備事故・交通事故
の振り返り」「忘れてはならない事故（2020年９月５
日）」「高度無線整備事業の安全対策」「交通事故の削減
に向けて」と大きく４点についてお話がありました（写
真１）。
【北海道における人身・設備事故・交通事故の振返り】
　人身事故は、北海道外からの支援班で事故が連発して
います。冬の慣れない作業になるため指導をお願いしたい。

　設備事故は、気象条件も大きく変わってきており、こ
れまで想像していなかったような強い風・雨等によるも
のがあります。今一度従来のやり方が通用するかどうか
も再確認をお願いしたい。
　交通事故については、2021年の加害事故の内容を見
ると、基本動作の徹底や安全動作の徹底で十分回避可能
だったと思われます。

写真１　大村支部長
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写真２　小枝専務理事

　５年間を振り返っても、全国に比べて自慢できる状況
ではないと感じていますので、事故防止の徹底をお願い
したい。
【忘れてはならない事故（2020年９月５日）】
　2020年９月５日に起きてしまった作業員（加害者）
が工事車両（４ｔトラック）を駐車するため車両をバッ
クさせた際、車両後方にいた交通誘導員（被災者）を巻
き込み死亡させた事故がありました。
　この事故から立てた再発防止策として交通誘導員なし
でバックをしない等の対策を立てましたが、2021年６
月、京都において開通工事時に、バケット車をバックし
た際、専門交通誘導員を誤って轢いてしまった事故が発
生しました。決めた「誘導員なしでバックしない」とい
う対策は、本当に守られていたのか。自分たちが決めた
対策は確実に実行していかなければなりません。
【高度無線整備事業の安全対策】
　高度無線整備事業は、北海道で約１万8000㎞の工程
量になります。そのために北海道内250名に加えて北海
道外から450名を加えて取り組みます。
　厳しい冬の経験のない道外支援者の方たちには、元請
会社の責務として、「安全教育・指導」の徹底をお願い
します。
　高度無線事業は、当初計画より完成自治体数は拡大し
て実施します。作業環境は厳しく、短納期になりますが、
厳しい冬の期間において安全の徹底をお願いします。
【交通事故の削減に向けて】
　運転スキルの向上や交通安全マインドの醸成、安全装
備の装着等、取組みはたくさん実施しています。それで
も事故は０にはなりません。
　運転する１人ひとりの自覚が何より大切です。
　冬季に向かい、会員各社におかれては今まで以上の対
策・施策の実施をお願いします。
　最後に、「安心・安全は、工事会社としての１丁目１

番地です。事故を起こさない、事故が起きないように皆
さんと気持ちを１つにして北海道ALLで頑張っていきた
い」という言葉で締めくくられました。

小枝専務理事挨拶

　コロナに負けず、リモートで大会を開催できたことへ
の感謝の意を述べられた後、「７～８年前にNTT東日本
北海道事業部の設備部長として皆さんに大変お世話にな
りましたが、本日は、立場を変えて参加できることを嬉
しく思います。」とお言葉をいただきました（写真２）。
【最近の事故について】
　作業班のメンバー皆を守る立場にいるはずの班長自ら
近道行動をしてしまい、その結果重大事故をおこしてし
まっています。NTTの分析によると約半数が班長の近
道行動に起因するものということです。
　班長が率先して決まりを守り、声をかけ、メンバー全員
が声かけ合いしやすい雰囲気を作ることをお願いします。
【全員で基本動作を守り切ること】
　過去の事故で検討した再発防止策をしっかり実践して
いれば、起きなかった事故もあります。安全とセキュリ
ティー事故は意識レベルが低くなった穴のあるところで
発生し、全体に大きな影響をおよぼしてしまいます。
　優秀な技術者がTOPをとることより、全員で基本動
作を守り切る事は数倍難しいことです。無事故への挑戦
は、命を守り切るために何としても成し遂げなければな
らない鉄則だと思っています。
　高度無線関連の工事が急ピッチで進み、作業環境も冬
季で厳しくなっていくことと思います。そんな今だから
こそ、自分ひとりではなく全員で基本を守り切り、今年
度残りの期間を無事故で乗り切っていきましょう。
　最後に、準備に奔走した北海道支部の方々への感謝の
言葉を改めて頂戴しました。
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来賓挨拶　阿部事業部長様

　来賓を代表して、NTT東日本 北海道事業部長阿部様
よりご挨拶をいただきました（写真３）。
　はじめに、2020東京オリンピックでは大きなインシ
デントもなく、無事閉幕できたことへの御礼の言葉をい
ただいた後、「NTT東日本の経営状況」「人身事故の発
生状況」「高度無線整備事業推進について」「冬期間の安
全対策について」の４点についてお話しいただきました。
【NTT東日本の経営状況について】
　NTT東日本では10年ぶりの増収増益になりました。
光サービスの純増数についても49万回線を達成するこ
とができました。今年度も今のところ好調に推移してい
ますが、テレワーク需要の落ち着きなどを考慮し、40
万回線の純増を計画しています。
　北海道においても、3.8万回線の純増計画に対し、4.1
万回線を達成し、受託収入増と合わせて大幅な増収とな
りました。
　日頃よりBO削減等にご尽力いただいた通建会社の皆
様のお陰と感じており、心より感謝申し上げます。
【人身事故の発生状況】
　NTTグループ全体の人身事故は、年間約60件と高止
まりの推移となっています。
　今年度上期は36件発生、内２件が死亡事故です。「車
両後退時における誘導員配置」「バケット作業時におけ
る補助ロープの使用」などの再発防止策が活かされず類
似事故の発生となっています。不幸な事故を再び発生さ
せないよう、過去の事例・教訓は他山の石として活かし、
事故防止に向けた取組みをお願いします。
　【高度無線環境整備推進事業について】
　今年度最大のプロジェクトで、施工現場も山場を迎え
ています。
　工事に関わった多くの皆様が、実際、肌や空気で実感

しているとおり、自治体や住民の皆様が光を待ち望んで
います。オールNTTグループとして総力をあげて工事
完遂に取り組み、北海道の課題解決と、よりよい未来を
創造していきたいと思っていますので引き続きご協力を
お願い致します。
　残念ながらここ２カ月で２件の事故が発生しました。
　どんなに注意を払っていても、誰もが事故を起こしう
る可能性があること、誰もが巻き込まれる可能性がある
ことをどうぞ皆様１人ひとりの心にとめていただきたい。
【冬期間の安全対策について】
　これから北海道は降雪期を迎え、一層厳しい環境とな
ります。
　特に高度無線環境整備推進事業では冬季の施工に不慣
れな本州からの支援班の方も多々いらっしゃるので、第
一線で作業される方、バックヤードで支える皆様方にお
かれましては、冬季の作業に向けた安全装備を早期にご
準備いただき、移動は余裕を持ったスケジュールで計画す
るなど、冬特有の環境に対応した措置をお願い致します。
【事故の未然防止に向けたお願い】
　工事の完成を急ぐあまり近道行動をとることがないよ
う安全を最優先にお願いします。
　また、作業面の安全はもとより、作業者１人ひとりの
メンタル面や健康管理、その人の変化や状況を見て、い
つもと変わりないか十分配慮いただき、バックヤードの
方々も含め是非皆さんで声をかけることをしていきま
しょう。
“自分の安全は自分で守る”
“仲間の安全はみんなで守る”を合言葉に北海道オールで
事故防止に取り組んでいきましょう。
以上のお話の最後に、阿部事業部長様より
是非皆さん「ご安全に！」
と力強いお声掛けをいただきました。

写真３　阿部事業部長様
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北海道における安全・品質の取組みについて

　今年度の重要施策である、高度無線整備事業の安全活
動をテーマとして、支部を代表し㈱つうけん安全品質強
化本部 石原本部長（写真４）より元請会社として実施
している「安全な施工」と「安全な環境」の２つの観点

からのさまざまな取組みを、多くの写真を使いわかりや
すく紹介しました。
　あわせて、「交通事故撲滅に向けた統一施策」の紹介
もありました。
　この安全大会を契機に今一度、安全作業の基本に立ち
返り、ともに「無事故＝北海道」を目指して頑張りま
しょう！というメッセージを皆さんにお届けしました。

写真４　石原本部長

新規入場者教育 現場ミーティング

バック誘導状況

～交通事故撲滅に向けた統一施策～
■冬型事故対策︓安全パトロール強化
「冬の安全装備点検」実施

■歩行者としての自分を守る活動
反射材の着用

■運転者を守る活動 御守り配布

安全決意表明

安全スローガン唱和

するな させるな 見逃すな
危険作業

気付いた あなたが 責任者
株式会社ミライト
市川 大輔社員


